
土
木
・
環
境
し
な
の

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

非
営
利
活
動
を
行
う「
土
木
・
環
境
し

な
の
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
セ
ン

タ
ー
」
）
は
2
0
1
2
年
10
月
に
設
立
さ

れ
、
満
3
歳
を
迎
え
た
。
設
立
に
参
加
し
た

の
は
、
信
州
大
学
と
長
野
工
業
高
等
専
門

学
校（
以
下
、
長
野
高
専
）
の
教
員
、
民
間

建
設
会
社
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
技

術
者
、
官
庁
の
現
役
・
退
職
技
術
者
で
、
会

員
は
現
在
20
名
で
あ
る
。
会
員
は
、
県
内
の

災
害
、
地
質
や
地
盤
調
査
な
ど
の
調
査
活

動
、
環
境
分
野
の
仕
事
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
験
者

が
多
い
。
土
木

の
仕
事
は
、
発

注
者
と
受
注
者
、

建
設
会
社
と
設

計
コ
ン
サ
ル
と

各
分
野
の「
線

引
き
」
が
進
み
、

以
前
の
よ
う
に

分
野
を
超
え
た

交
流
が
少
な
く

な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
の
は
、
自
ら

の
仕
事
や
研
究
を
持
ち
な
が
ら
共
通
の
目

標
に
沿
っ
て
活
動
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
県
内
の
企
業
や
団
体

な
ど
か
ら
の
要
請
に
応
え
、研
修
講
師
の
派

遣
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
北
陸
地
域
づ
く
り
協
会
、
河

川
整
備
基
金
な
ど
の
助
成
を
受
け
て
行
っ

た
活
動
事
例
を
報
告
す
る
。

「
信
州
の
土
木

魅
力
の
マ
ッ
プ
」
を
刊
行

　

県
内
外
の
方
に
、
長
野
県
内
の
土
木
遺

産
、
土
木
建
造
物
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
ま
た
地
元
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

を
目
指
し
て「
信
州
の
土
木　

魅
力
の
マ
ッ

プ
」（
以
下
、
魅
力
マ
ッ
プ（
写
真
1
））の
作

成
に
取
り
組
ん
だ
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、県
内
に
あ
る
国
の

機
関
、
県
建
設
部
な
ど
に
依
頼
し
検
討
委

員
会（
座
長
：
長
野
国
道
事
務
所
中
島
副

所
長
）を
設
置
し
、意
見
交
換
し
た
。ま
た
、

土
木
遺
産
の
観
光
活
用
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
若
手
県
職
員
の
政
策
研
究
チ
ー
ム
の

参
加
も
得
た
。
完
成
し
た
魅
力
マ
ッ
プ
は
、

写真1　�信州の土木魅力のマップ（表紙の橋は上信越
自動車道�上田ローマン橋）

［連 載］

地域リポート

小
西 
純
一
　
正
会
員
　
土
木
・
環
境
し
な
の
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

山
浦 
直
人
　
正
会
員
　
土
木
・
環
境
し
な
の
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

信
州
の
土
木
を
発
信
し
ま
す

─
魅
力
あ
る
土
木
の
発
信
、
現
場
授
業
の
取
組
み
─

YAMAURA Naoto
1951年長野県生まれ、1974年新潟大
学土木工学科卒業、同年長野県土木部
入庁、都市計画課長、伊那・上田建設事
務所長などを経て、2012年より（株）
千代田コンサルタント勤務。

KONISHI Junichi
1942年生まれ、1970年京都大学大学
院。博士課程単位修得退学、同年信州大
学へ、同教授を経て、2008年信州大学
名誉教授、土木史研究委員会委員長な
どを歴任、現在、土木・環境しなの技術
支援センター理事長。
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県
内
の
国
の
機
関
、
県
市
町
村
、
建
設
業
団

体
、
信
州
大
学
工
学
部
・
農
学
部
、
長
野
高

専
の
建
設
系
の
学
生
全
員
に
配
布
し
た
。課

題
で
あ
っ
た
一
般
配
布
は
県
を
通
じ
、県
観

光
協
会
へ
依
頼
、
県
庁
の
観
光
案
内
所
と

東
京
の「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」で
配
布
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
も
少
な
く
な
く
、
配

布
が
好
調
に
進
ん
で
い
る
た
め
、2
0
1
5

年
度
事
業
で
増
刷
す
る
。

魅
力
の
マ
ッ
プ
が
発
信
す
る
情
報

　

魅
力
マ
ッ
プ
は
A
1
サ
イ
ズ
、
12
折
り
、

両
面
カ
ラ
ー
で
、
片
面
が
県
内
の
各
地
域

に
あ
る
土
木
遺
産
、
土
木
建
造
物
な
ど
の

案
内
地
図
（
写
真
2
）
で
、
片
面
が
砂
防
、
治

水
、
橋
、
鉄
道
、
道
路
、
上
水
道
、
公
園
、
農

業
水
利
施
設
な
ど
10
分
野
の
代
表
的
な
遺

産
や
施
設
を
紹
介
し
て
い
る
。
案
内
地
図

面
に
は
、
遺
産
や
施
設
の
位
置
と
掲
載
し

た
施
設
の
一
覧
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
（
写
真

3
）
。
た
と
え
ば
、
橋
梁
遺
産
、
発
電
所
遺

産
、
農
業
水
利
遺
産
、
水
道
遺
産
な
ど
で

あ
る
。
面
白
い
の
は
、「
長
野
県
の
一
里
塚
」

や「
ダ
ム
た
め
池（
目
的
と
ダ
ム
形
式
分
類

付
き
）
」
、「
浄
化
の
し
く
み
を
学
べ
る
下

写真2　�魅力マップの地図面（飯田市付近を抜粋）

写真3　�魅力マップ掲載のリスト例「県内に現存する一
里塚」

写真5　�久米路橋（長野市）

写真4　�砂防遺産�牛伏川階段工（松本市）
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水
処
理
場
」
で
、
ほ
か
で
は
入
手
で
き
な
い

情
報
で
あ
る
。

魅
力
マ
ッ
プ
に
紹
介
し
た
土
木
と
は

　

長
野
県
は
災
害
が
多
く
、対
策
で
あ
る
砂

防
施
設
の
歴
史
も
古
い
。明
治
大
正
時
代
の

砂
防
施
設
は
、
石
積
み
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど

は「
空か
ら

石い
し

積づ

み
」の
技
術
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
訪
問
者
の
多
く
は
、
技
術
の
高
さ
と
自

然
と
の
調
和
に
感
嘆
す
る
。そ
の
最
た
る
も

の
が
重
要
文
化
財「
牛う
し

伏ぶ
せ

川
階
段
工
」（
写
真

4
）
で
あ
る
。
設
計
指
導
を
し
た
と
さ
れ
る

内
務
技
師
池
田
圓ま
る

男お

が
留
学
で
知
り
得
た

フ
ラ
ン
ス
の
サ
ニ
エ
ル
渓
谷
の
階
段
水
路

を
参
考
に
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン

ス
式
階
段
工
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

橋
は
歴
史
の
舞
台
に
も
な
っ

て
い
る
。「
久く

米め

路じ

橋（
写
真
5
）」

は
長
野
県
歌「
信
濃
の
国
」に
登

場
し
、歴
史
は
平
安
時
代
の「
拾

遺
和
歌
集
」
に
も
詠
ま
れ
て
い

る
。
刎は
ね

橋
、
木
造
ト
ラ
ス
、
吊
橋

の
歴
史
を
た
ど
り
、
昭
和
の
初

め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋

に
な
る
。
現
場
へ
行
っ
て
み
る

と
驚
き
の
事
実
が
み
え
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
リ
ブ
に「
鉄
平
石
」

（
建
築
資
材
と
し
て
使
わ
れ
る
）

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
景
勝
地
に

架
か
る
橋
に
は
せ
た
技
術
者
の
思
い
だ
ろ

う
か
。

　

長
野
県
内
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ロ
ー
ゼ

桁
橋
が
多
い
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の

が
大
手
橋（
木
曽
町
）
、
姫
川
橋（
小
谷
村　

写
真
6
）
な
ど
5
橋
で
、
土
木
学
会
選
奨
土

木
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。1
9
3
3
年

長
野
県
に
赴
任
し
た
若
き
技
師
中
島
武
が

発
案
、
設
計
し
た
橋
梁
で
、
鉄
材
が
不
足
す

る
戦
争
前
の
時
代
を
背
景
と
し
、支
間
の
長

い
橋
を
目
指
し
て
世
界
初
の
形
式
に
取
り

組
ん
だ
遺
産
で
あ
る
。そ
の
財
産
が
戦
後
に

引
き
継
が
れ
、各
地
に
同
じ
形
式
の
橋
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に
信
州
の
風
景
を
つ

く
っ
て
い
る
橋
で
あ
る
。

　

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
農
業
土

木
遺
産「
西
天
竜
用
水
円
筒
分
水
工
群
（
写

真
7
）
」
で
、
辰
野
町
か
ら
伊
那
市
に
か
け
、

連
続
し
て
30
数
基
現
存
す
る
。
西
天
竜
用

水
は
上
流
の
岡
谷
市
で
取
り
入
れ
、
伊
那

谷
の
水
田
を
潤
し
て
い
る
。
か
つ
て
、
貴
重

な
水
利
は
、「
水
争
い
」
を
生
み
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
先
人
が
知
恵
を
絞
っ
て
つ
く

り
上
げ
た
施
設
で
あ
る
。円
形
と
い
っ
て
も

扇
形
や
半
円
の
も
の
も
あ
り
、
春
か
ら
夏

に
か
け
、不
思
議
な
水
利
シ
ス
テ
ム
を
じ
っ

く
り
と
堪
能
で
き
る
。

今
の
土
木
、
学
ぶ
・
楽
し
む
土
木
な
ど

の
発
信

　

県
内
各
地
で
進
ん
で
い
る
社
会
基
盤
整

備
を
見
学
で
き
る
場
所
と
し
て
、
中
部
横

断
自
動
車
道
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
、
ア
ル

プ
ス
山
系
の
砂
防
工
事
な
ど
国
土
交
通
省

の
現
場
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、1
9
8
5
年

に
発
生
し
た
長
野
市
の
地じ

附づ
き

山や
ま

地
す
べ
り

地
内
に
あ
る
地
す
べ
り
資
料
館
、
飯
田
市

の「
か
わ
ら
ん
べ
天
竜
川
総
合
学
習
館
」
な

ど
は
災
害
や
自
然
学
習
に
応
え
ら
れ
る
。

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
、
サ
ッ
カ
ー
J

リ
ー
グ
の
観
戦
も
で
き
る
国
営
、
県
営
の

公
園
や
ダ
ム
カ
ー
ド
で
人
気
の
治
水
ダ
ム
、

電
力
ダ
ム
な
ど
の
土
木
情
報
が
満
載
で
あ

る
。

魅
力
マ
ッ
プ
の
活
用
、
遺
産
ツ
ア
ー
の

実
現

　

魅
力
マ
ッ
プ
に
対
し
て
、
今
ま
で
に
な

い
、手
に
入
れ
に
く
い
情
報
だ
と
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
が
、一
方
ど
う
す
れ
ば
そ
の

場
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
の

声
も
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
土
木
遺
産
、
建
造
物
を

ど
う
地
域
資
源
、
観
光
資
源
化
し
て
い
く

か
、
地
域
住
民
に
身
近
な
土
木
の
価
値
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
か
で
あ
る
。県
内

で
は
、
先
進
例
と
し
て
小
谷
村
が「
砂
防
ツ

ア
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
が
協
力
し
て
、県
内
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
土
木
遺
産
巡
り
ツ
ア
ー
が写真7　�西天竜用水円筒分水工（伊那市から辰野町）

写真6　姫川橋（小谷村）

［連 載］
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実
現
に
む
け
て
進
ん
で
い
る
。

現
場
で
技
術
者
と
交
流
す
る

授
業
の
取
組
み

　

現
場
見
学
は
、
時
間
の
制
約
な
ど
で
土

木
の
実
体
、魅
力
に
迫
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
そ
こ
で
、「
見
学
」
か
ら
一
歩
進
め
て

「
現
場
で
授
業
を
行
う
」
、「
技
術
者
と
交
流

す
る
」と
い
う
取
組
み
を
試
み
て
い
る
。

国
立
長
野
高
専
に
よ
る
戸
草
隧
道
の

調
査
測
量

　

2
0
1
4
年
11
月
に
長
野
高
専
環
境
都

市
工
学
科
3
年
生
44
名
が
、
長
野
県
信
濃

町
に
あ
る
鉄
道
土
木
遺
産「
戸
草
隧
道
」
の

調
査
測
量
に
取
り
組
ん
だ
（
写
真
8
）
。戸
草

隧
道
は
1
8
8
8
年
信
越
線
が
直
江
津
か

ら
長
野
ま
で
開
通
し
た
際
に
つ
く
ら
れ
た

隧
道
の
一
つ
で
、
わ
が
国
最
古
の
鉄
道
規

格
寸
法
と
さ
れ
る
。
全
長
約
1
4
5
m
、
風

化
な
ど
に
よ
り
劣
化
し
た
部
分
も
あ
る
が
、

切
石
積
み
や
れ
ん
が
積
み
な
ど
当
時
の
姿

を
留
め
て
い
る
貴
重
な
、生
き
た
遺
産
で
あ

る
。電
化
に
よ
っ
て
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
の
役
割

を
終
え
た
が
、今
日
で
も
地
元
住
民
の
生
活

道
路
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
の
取
組

み
は
、
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
、
長
野
県
測
量

設
計
業
協
会
の
技
術
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、前
年
に
続
く
2
回
目
の
取
組
み

で
あ
る
。
長
野
高
専
で
は
、
3
年
次
ま
で
に

測
量
に
関
す
る
座
学
な
ら
び
に
実
習
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、学
生
た
ち
の
感
じ
た
意
見

は「
授
業
で
は
え
ら
れ
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
、
基

礎
的
な
技
術
に
基
づ
い
た
最
新
技
術
な
ど

を
学
び
、
測
量
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き

た
」
、「
貴
重
な
経
験
で
将
来
の
仕
事
と
し

て
、
測
量
技
術
者
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
」
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
技
術
指
導
を

し
た
現
場
の
測
量
技
術
者
か
ら
は「
若
者

の
新
鮮
で
旺
盛
な
学
習
意
欲
に
接
し
、
自

分
の
学
生
時
代
を
想
い
返
し
、
技
術
者
と

し
て
の
責
任
と
自
覚
を
喚
起
す
る
貴
重
な

1
日
と
な
っ
た
」
な
ど
、
交
流
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
が
感
じ
た
こ
と
は
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
結
果
は
2
0
1
5
年
3
月
に

地
元
信
濃
町
教
育
委
員
会
へ
学
生
ら
か
ら

伝
達
さ
れ
た
。

牛
伏
川
で
の
１
日
を
か
け
る
大
学
の

現
場
授
業

　

信
州
大
学
農
学
部
の
学
生
を
対
象
に

2
0
1
4
年
か
ら
2
年
連
続
し
て
、牛
伏
川

で
の
現
場
授
業
を
行
っ
て
い
る
。施
設
見
学

と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
広
く
、
深
く
学
べ

る
授
業
へ
の
試
み
で
あ
る
。時
間
も
昼
食
を

挟
み
午
前
午
後
に
わ
た
る
。
牛
伏
川
に
は
、

災
害
の
歴
史
、
砂
防
の
歴
史
、
土
木
技
術
、

施
設
を
維
持
す
る
地
域
の
方
の
活
動
な
ど

多
く
の
学
び
の
材
料
が
あ
る
。

　

現
場
授
業
は
10
人
ほ
ど
を
1
班
と
し
て
、

セ
ン
タ
ー
所
属
の
技
術
者
な
ど
が
対
話
し

な
が
ら
進
め
る
（
写
真
9
）
。
授
業
は
、
砂
防

施
設
の
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、現
場

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
技
術
者
か
ら
現

地
で
の
地
質
や
地
形
の
見
方
、水
質
調
査
の

方
法
、
留
意
点
を
学
ぶ
。
技
術
者
の
説
明
や

指
導
は
、
将
来
の
仕
事
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

牛
伏
川
に
は
県
外
の
大
学
、学
会
な
ど
の

見
学
が
あ
り
、地
元
団
体
の
活
動
に
協
力
し

て
で
き
る
限
り
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
案
内

を
し
て
い
る
。現
場
見
学
と
い
う
と
時
間
の

制
約
か
ら
、
表
面
的
な
説
明
、
理
解
に
止
ま

る
恐
れ
が
あ
る
が
、土
木
を
も
っ
と
深
く
伝

え
る
活
動
に
配
慮
し
て
い
る
。

今
後
の
展
開

　

セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
を
抱
え
て
の
非
営
利
活
動
の
た
め
、
十

分
に
で
き
な
い
面
が
あ
る
が
、
今
回
の
事

例
で
は
、
地
域
へ
の
影
響
、
そ
し
て
な
に
よ

り「
土
木
を
発
信
す
る
」
こ
と
に
い
く
ら
か

で
も
寄
与
で
き
た
の
で
は
思
っ
て
い
る
。地

方
と
都
市
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
、
大
学
と
現

場
、官
と
民
な
ど
の
立
場
を
こ
え
た
取
組
み

が
も
っ
と
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
と
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、今
後
も
さ
さ
や
か
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�

（
担
当
編
集
委
員：

乾
徹
）

写真9　�信州大学農学部学生を対象とした現場授業（松本
市�牛伏川）

写真8　�長野高専による戸草隧道の測量調査（信濃町）
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